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1. 特性  
 

 

 

 

2. 総則 

 2.1 適用 

当カタログは、電源用に使用される平型高圧抵抗器について規定します。 

この用途以外に御使用の場合には、事前に弊社へ御連絡下さい。 
 

 

 2.2 試験の状態 

試験および測定は、特に規定のない限り標準状態（温度 5℃～35℃、相対湿度 45%～85%）の 

もとで行います。但し、判定に疑義を生じた場合は、温度 25℃±2℃、相対湿度 65%±5%の 

もとで行います。また、特殊環境のもとで抵抗器の試験を行う場合、 

試験後の抵抗値測定は上記の標準状態に１時間以上放置し、2時間以内に測定します。 
 

 

 

 3. 定格 

 3.1 品名の表し方 

MHR   0307   S    A    ○○○   △   □□ 

①     ②      ③    ④      ⑤      ⑥     ⑦ 
 

① 高圧抵抗器を表します 

② 基板寸法を表します (約 3mm X 7mm) 

③ タイプを表します(S：標準タイプ) 

④ 回路を表します (A：1素子仕様) 

⑤ 公称抵抗値を表します 

           最初の 2桁は有効数字を、最後の 1桁はそれに続くゼロの数を表します。 

 (ex. 206=20MΩ) 

       (抵抗値標準ステップ:10、15、20、25、30、40、50、68、80) 

⑥ 抵抗値許容差を表します (D:±0.5%,F: ±1%,G: ±2%,J: ±5%,K: ±10%,M:±20%) 

⑦ 単体使用：70  モールド使用：20   

 

       

 

1. 抵抗値範囲 1MΩ～1000MΩ 

2. 最高使用電圧 単体使用：20.0kVdc max.   

モールド使用：3.0kVdc max. 

3. 最小抵抗値偏差 ±0.5% （1MΩ～200MΩ） 

4. 高信頼性 独自の抵抗材料を使用 
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3.2 回路 Circuit 
R

 
 
 
 
 

3.3 定格表 

抵抗値 

標準ステップ 
抵抗値範囲 抵抗値許容差 最高使用電圧 定格電力 

10,15,20, 

25,30,40, 

50,68,80 

1M ～ 200MΩ D:±0.5% 
単体使用    :2.0 kVDC 

モールド使用 :3.0kVDC 
0.3W 

1M ～1000MΩ 
F:±1%,G:±2%,J:±5%, 

K:±10%,M:±20% 
   

注） 1. 抵抗値は高圧抵抗器単体の値です。 

2. 抵抗値（Ｒ）・定格電圧（Ｅ）・電力（Ｐ）は次の関係式によって決まります。 
 

E =  P X R      
      

(例) :    0.3WX10MΩ = 1.73kVDC (定格電圧) 
 

但し、上式により定格電圧が最高使用電圧を超える場合は、最高使用電圧を定格電圧とします。 

 

 

 

4. 保証温度範囲  

 -40°C ～ +125°C 

 但し、周囲温度が 70℃を越える場合は、定格電力を下図の負荷軽減曲線に従い軽減するもの 

とします。 
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5. 外形寸法図および製品表示   

  5.1外形寸法図 

 

 

 

 

 

 

UNIT:mm 

注）表示面は電極・抵抗印刷面の反対とします 

 

 

 

5.2 製品表示 

 

 

 

 

① 抵抗値 （3桁）  

② 抵抗値許容差  

③ 製造者略号  

④ 製造年月    (例) 2024年 12月 ： 4D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

記号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 O N D 

 

306F　    

    

0.2 min.
5.0 max.

7.6 max. 2.5 max. 

(0.25)
(0.5)

5.08±0.3

306F 　   

3.5±0.5
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6. 機械的性能 

6.1 端子  

端子は、抵抗素体と電気的にも機械的にも確実に接続し、容易にはんだ付け出来るように処理します。 

 

6.1.1 端子引張強度 

抵抗器の本体を固定し、端子の引き出し方向に 10Nの荷重を徐々に加え、 

そのまま 10秒±1秒間保持します。 

上記試験を行った場合、断線・抵抗器の破損等の異常はありません。 

 

6.1.2 端子曲げ強度  

リード線の引き出し軸が垂直になる様に抵抗器を保持し、リード線の先端に 5Nの荷重を吊り 

下げ、本体を 90°曲げた後もとの位置に戻します。これを 1回と数えます。 

次に逆方向に 90°曲げ、再びもとの位置に戻します。これを 2回と数えます。 

1回に要する時間を約 5秒とし、4回行います。 

上記試験を行った場合、断線・抵抗器の破損等の異常はありません。 

 

6.1.3 はんだ付け性  

端子を、ロジンのメタノール溶液(質量百分率 10%～15%)に 2秒間～3秒間浸し、 

次にはんだを 230℃±5℃に溶かした槽の中に、端子ストッパー部まで 3秒±0.5秒間 

浸した後引き上げます。 

上記試験を行った後、端子平坦部の 3/4以上が新しいはんだで覆われています。 

尚、浸漬および引き上げの速度は 25mm/秒±5mm/秒とします。 

 

6.2 耐溶剤性  

抵抗器を温度 20℃～25℃のイソプロピルアルコール中に 30秒±5秒間停止した状態で完全に 

浸した後、液中から静かに取り出します。 

上記試験を行った場合、抵抗器に異常がなく表示は判読出来るものとします。 

 

6.3 はんだ耐熱性  

260℃±10℃に溶かしたはんだ槽の中に、端子ストッパー部まで 10秒±1秒間浸し、常温 常湿 

中に 1時間～2時間設置後抵抗値を測定します。 

尚、各端子を同時に行うものとし、浸漬および引き上げの速度は 25㎜/秒±5㎜/秒とします。 

上記試験を行った場合、抵抗値の変化率は付表１を満足します。 

また外側に異常はなく、端子は 6.1.1項と 6.1.2項を満足します。 
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7．電気的性能  

 

7.1 抵抗－温度特性  

抵抗器を下表に示す各段階に 30分以上保持した後、抵抗値を測定し、抵抗温度係数(TCR)を 

下式に従って算出します。 

段階 1 2 3 4 5 6 

温度(℃) 25±2 -15±2 -25±2 25±2 60±2 100±2 

 

TCR(ppm/°C) ＝ 
R - R0 

× 
1 

× 106 
R0 t - t0 

 

 

 

R ＝ t ℃における抵抗実測値（Ω） 
R0 ＝ t0 ℃における抵抗実測値（Ω） 
T ＝ 試験温度実測値（℃） 

t0 ＝ 基準温度実測値（℃） 

 

試験は段階 1～6の順に行い、段階 2，3は段階 1を基準とし、段階 5，6は段階 4を基準とします。 

上記により測定した各温度における抵抗温度係数(TCR)は、付表 1を満足します。 

 

7.2 電圧特性  

常温のシリコーンオイル（または同等の性能を有する液）中で、抵抗器に定格電圧の 1/10の 

電圧を印加して抵抗値を測定し、次に定格電圧を印加して抵抗値を測定します。 

上記の電圧印加時間はできるだけ短時間とし、3秒以内とします。 

また原則として 10秒以内に 2回以上電圧を印加しないものとします。 

定格電圧の 1/10における値を基準とした場合の定格電圧における抵抗値変化率は、付表 1を 

満足します。 

 

7.3 短時間過負荷 

常温のシリコーンオイル（または同等の性能を有する液）中にて付図 2の回路で抵抗器に定格電圧の 

1.5倍の電圧を 60秒±５
０
秒間印加した後、抵抗器を 1時間～2時間放置後、抵抗値を測定します。 

上記試験を行った場合の抵抗値の変化率は付表１を満足します。 

 

7.4 耐パルス特性 

常温のシリコーンオイル（または同等の性能を有する液）中にて付図１の回路で抵抗器に、 

定格電圧を 6秒(ON 1秒、OFF 5秒)毎に 10,000回±300回 印加した場合、 

抵抗値の変化率は付表-1を満足します。 

また抵抗器の外観等に異常はありません。 
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7.5 ヒートショック  

抵抗器を －40℃±０
５
℃の恒温槽中に 30分±5分間放置し、次に速やかに ＋100℃±５

０
℃の 

恒温槽中に 30分±5分間放置します。これを 1サイクルとし、50サイクル行った場合の抵抗値の 

変化率は表１を満足します。また外観および内部クラック等の異常はありません。 

 

7.6 湿中放置  

60℃±2℃、相対湿度 90%～95%の恒温恒湿槽に抵抗器を 1000時間±12時間放置した後、 

常温常湿中に 1時間～2時間放置後、抵抗値を測定します。 

上記試験を行った場合の抵抗値の変化率は付表１を満足します。 

また抵抗器の外観等に異常はありません。 

 

7.7 高温放置  

100℃±2℃の恒温槽中に抵抗器を 1000時間±12時間放置した後、常温常湿中に 1時間～2時間 

放置した後、抵抗値を測定します。 

上記試験を行った場合の抵抗値の変化率は付表１を満足します。 

また抵抗器の外観等に異常はありません。 

 

7.8 低温放置  

-40℃±2℃の恒温槽中に抵抗器を 1000時間±12時間放置した後、常温常湿中に 1時間～2時間 

放置した後、抵抗値を測定します。 

上記試験を行った場合の抵抗値の変化率は付表１を満足します。 

また抵抗器の外観等に異常はありません。 

 

7.9 耐湿負荷寿命  

40℃±2℃、相対湿度 90%～95%の恒温恒湿槽中にて付図 2の回路で抵抗器に定格電圧を 

90分印加、30分休止するサイクルを 1000時間±12時間行い、常温常湿中に 1時間～2時間 

放置した後、抵抗値を測定します。 

上記試験を行った場合の抵抗値の変化率は、付表１を満足します。 

また抵抗器の外観等に異常はありません。 

 

7.10 高温負荷寿命  

70℃±2℃の恒温槽中にて付図 2の回路で抵抗器に定格電圧を 90分印加、30分休止する 

サイクルを 1000時間±12時間行い、常温常湿中に 1時間～2時間放置した後、抵抗値を測定 

します。 

上記試験を行った場合の抵抗値の変化率は、付表１を満足します。 

また抵抗器の外観等に異常はありません。 
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【 付表１ 試験規格値  】 

No. 試験項目 △R 

6.3 はんだ耐熱性 ± 1% max. 

7.1 抵抗－温度特性 ± 250ppm/℃max. 

7.2 電圧特性 ± 5% max. 

7.3 短時間過負荷 ±3% max. 

7.4 耐パルス特性 ± 3% max. 

7.5 ヒートショック ±2% max. 

7.6 湿中放置 ± 3% max. 

7.7 高温放置 ± 3% max. 

7.8 低温放置 ± 3% max. 

7.9 耐湿負荷寿命 ± 4% max. 

7.10 高温負荷寿命 ± 4% max. 

 

 

【 付図 1 パルス試験回路図 】 

   

 

 

 

 

 

 

【 付図 2 電圧負荷試験回路図 】 

 

 

 

 

 

 

注） 上記回路の試験電圧は、7.3項では定格電圧×1.5、7.9項、7.10項では定格電圧とします。 

 

 

 

 

  

 

S 

    定格電圧  1000pF 供試抵抗器
 

 

 

試験電圧 供試抵抗器
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8. 保管条件 

8.1 保管温度・湿度範囲  

当製品の保管は、以下の条件にて密閉または梱包状態のままで行って下さい。 

温度  20℃±15℃ 

湿度  相対湿度   65%±20% 

 

8.2 保管環境  

端子のはんだ付け性を損なわないため、腐食性ガス雰囲気（Cl2、H2S、NH3、SO2、NOx 等） 

で保管しないで下さい。 

 

8.3 保管期間 

当製品は納入後 ６ヶ月以内にご使用下さい。 

 

 

9. !  注意  

 

9.1 抵抗器は半製品です。御使用の際には、下記項目について実機にて十分御確認下さい。 

万一、実機での確認が不十分な場合、低電位部と高圧抵抗器とが放電し発煙・発火の原因と 

なる場合があります。 

* 発熱（温度上昇）   

* 絶縁距離        

* 抵抗体組立位置  

* 密着性（汚れ）     

 

9.2 抵抗器本体に強い衝撃が加わると、絶縁材料（アルミナ基板 及び ディップ樹脂）に 

クラックが生じ、絶縁劣化をひきおこす危険性がありますので、輸送及び取り扱い時にご注意下さい。 
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9.3 用途の限定  

当製品について、その故障や誤作動が人命または財産に危害を及ぼす恐れがある等の理由により、 

高信頼性が要求される以下の用途での御使用を御検討の場合は、必ず事前に弊社まで御連絡 

下さい。 

① 航空機器  

② 宇宙機器  

③ 海底器機  

④ 原子力制御機器  

⑤ 医療機器  

⑥ 輸送機器(自動車、列車、船舶等) 

⑦ 交通用信号機器   

⑧ 防災／防犯機器   

⑨ 情報処理機器    

⑩ その他上記機器と同等の機器    

 

9.4 使用上の注意  

 

9.4.1 抵抗器に強い衝撃を与えると、端子曲がりなどが発生し、基板挿入性が悪化する場合がありますの

で、輸送及び取り扱い時にご注意下さい。 

 

9.4.2 抵抗器の取り扱い時に端子に異物が付着しますと、基板挿入性、はんだ付け性が悪化する場合があ

りますので、取り扱い時は異物が付着しないようにしてください。 

 

9.4.3 抵抗器をはんだ付けされる際は、規定のはんだ耐熱性条件にてはんだ付けして下さい。 

これを越えた条件では、電極部のはんだが溶けだしたり、熱衝撃でアルミナ基板に 

クラックが発生する場合があります。 

はんだ方法 はんだ温度 時間 備考 

自動はんだ 

（フローはんだ） 
230～260℃ 10秒以下  

はんだコテ 
350℃以下 

（コテ先温度） 
5秒以下 

はんだコテは 30W以下の 

ペンシル型コテを使用下さい。 
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9.4.4 抵抗器を洗浄される場合は、実機にて品質面での影響のないことを十分御確認下さい。 

特に、水溶性フラックス（非ロジン系フラックス）をご使用される場合は、フラックス残渣が 

製品特性に影響ないことをご確認の上、ご使用願います。 

 

9.4.5 抵抗器を貴社製品に組み付けられる場合は、端子取れ及び外装樹脂剥離に十分ご注意願います。 

規定を超えて端子に荷重を加えたり、曲げ戻したり、ねじったりした場合、 

また、端子を鋭角に曲げた場合、端子が取れたり、外装樹脂が剥離することがあります。 

 

9.4.6 抵抗器をプリント基板に実装はんだ付け後、抵抗器本体を折り曲げる等の力を加えることは、 

抵抗器の破損の恐れがありますので避けて下さい。 

 

9.4.7 抵抗器の取扱い時に、抵抗器本体表面に著しい汚れ（イオン性物質）が付着しますと、 

高温高湿度の環境下では 抵抗器表面絶縁抵抗が低下し、抵抗値がダウンする場合が 

ありますので取扱い時はご注意下さい。 

 

 

 

10. ! お願い Note 

 

10.1 ご使用に際しては、貴社製品に実装された状態で必ず評価・確認して下さい。 

 

10.2 製品カタログは変更される可能性があります。また、カタログに掲載されている当社製品の 

販売は予告なしに中止される可能性があります。 

 

10.3 このカタログは参照用であり、正式な製品仕様書ではありません。 

この製品を注文する前に、正式な製品仕様書を確認し、承認してください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


